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１Ｃ０１ 

サードパーティとの保守情報共有に対するインパクト分析 

 

 
永松陽明（横浜市立大学）、○藤祐司（東京工業大学） 

 

 
 
1. はじめに 

 
自動車などに代表される様々な製品では、製品の長期使用のために保守、メンテナンスが重要となる。

その保守に必要な部品・サービスは、製品メーカが提供する「純正部品・サービス」だけでなく、製品

メーカとつながりのない「サードパーティ部品・サービス」もある。サードパーティ品がある製品を表

1 に整理する。 
 

表 1 保守部品・サービスにサードパーティ品がある製品群 
製 品 対象保守部品（実施国） 

コピー機、プリンタ トナー、カートリッジ 
掃除機 紙パックなどの消耗部品 
エレベータ、エスカレータ 各種部品、メンテナンスサービス 
マリンエンジン 消耗部品 
建設機械 ツースなどの消耗部品 
火力発電所タービン ブレードなどの消耗部品（アメリカなど） 
医療機器 メンテナンスサービス（アメリカなど） 

出所：筆者作成 
 
表 1 から多種多様な製品でサードパーティが活躍していることがわかる。しかし、サードパーティ企

業は製品の図面や様々な情報を把握できておらず、純正よりも品質に関して劣る可能性がある。そのた

め、品質の悪いサードパーティ部品がマーケットに溢れると、製品の信頼性にも影響することが予想さ

れる。となれば、製品メーカとサードパーティは一定の品質に関する情報共有を行い、製品のビジネス

エコシステムを共に拡大させていくべきである。ビジネスエコシステムとは、自然の生態系のコンセプ

トをビジネスに適用したアプローチ（Moore, 1993 [1]）であり、協調がない場合のものを図 1 に、協調

のあるものを図 2 に示す。 
 

メーカ

サード
パーティ

顧 客

品質情報多

品質
情報少

競
合

製品提供

高品質・高価格な
保守サービス提供

改善の余地ある品質・
魅力的な価格で

保守サービス提供

製品の信頼性が
左右する問題
発生の可能性

ビジネス
エコシステム

 

製品提供 ビジネス
エコシステムメーカ

サード
パーティ

顧 客

品質情報多

競合・協調

高品質・高価格な
保守サービス提供

問題のない品質・
魅力的な価格で

保守サービス提供
品質情報
中程度

顧 客
顧 客

拡大

増加

 
図 1 既存の保守におけるビジネスエコシステム    図 2 本研究が提案するビジネスエコシステム 

出所：永松、藤（2016）[2]                  出所：永松、藤（2016）[2] 
 
繰り返すが、本研究では、図 2 に示すビジネスエコシステムを目指すべきであると考える。 
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2. 既存研究サーベイ 
 
サードパーティに関連する国内外の研究は、サードパーティが保守分野に存在する際のメーカによる

値付けや品質を設定する方法をゲーム理論によって導出する研究（Cohen and Whang, 1997[3]）、プリン

タの事例を通じて消耗品ビジネスにおいても単に物理的な交換を行うのではなく、製品、サービス、シ

ステム全体に消耗品を包含することで新しいビジネスモデルを提案する研究（宮崎, 2004[4]）、保守サー

ビスの役割を 2 社のインタビューを通じて行い顧客との関係性を議論している研究（船越, 2004[5]）、イ

ンクジェットプリンタ消耗品におけるメーカ支配のビジネスモデル破綻の研究（藤原, 2013[6]）など、

多くの経済学的、経営学的なアプローチの研究がある。 
製品・保守のビジネスエコシステムに対する社会的ニーズは、メーカ、サードパーティ、顧客などの

各プレイヤが様々なメリットを享受しつつ、図 2 に示したビジネスエコシステムが発展していくことと

考えられるが、このようなアプローチの研究は少ない。また、定量的にビジネスエコシステムにアプロ

ーチする研究も少ない。 
 
 
3. 保守情報共有によるインパクト分析 

 
保守に関するビジネスエコシステムには、製品メーカやサードパーティや顧客などのプレイヤや、製

品メーカやサードパーティの収益や研究開発活動などの活動、顧客の活動などが複雑に関係している。

そのようなメカニズムの見える化には様々なシミュレーション手法が適用できるが、様々なプレイヤや

要素、それらの因果関係が鍵になると考え、それらの関係が記述できるシステムダイナミクスを利用す

る。今回利用したシステムダイナミクスのソフトウェアは、STELLA であり、そのソフトウェア上での

記号を表 2 に整理する。 
 

表 2 STELLA で用いられる記号 
名称 記号 説明 

ストック  
 

資源・情報などの物が溜まる「箱」を意味する。 

雲マーク  
 

物の吸い込み口または吐き出し口を示す。 

フロー  
 

 

物の流れを意味する。物の流れなので両端は両端はストック

もしくは雲マークとなる。途中にあるバルブは流れのコント

ロールを示す。 
コンバータ  

 
システムに必要な数値（定数）及び情報の変換（関数）など

を定義する。 
コネクタ  

 
矢印の要素は根元の要素を使って定義されることを示す。 

出所：森田編（1997）[7]を基に筆者作成 
 
以上を踏まえ、図 2 に示した関係性を図 3 のシステムダイナミクスのモデルに記述した。図 3 中の左

上部分に製品メーカの活動を、左下の部分にサードパーティの活動を、右部分に顧客の活動を記述して

いる。重要なコンセプトである、製品メーカとのサードパーティとの協調である、品質情報の共有は

「Information Exchange Rate（情報交換率）」の部分で表現している。協調がない場合には、この部分は

「0」となり、協調があれば「0 以上」となる。その他の要素の数値は、省略する。 
 
次に図 4 と図 5 にシミュレーション結果をまとめる。図 4 は、情報交換率を「0」としたもので協調

がない場合のビジネスエコシステムの累積製品数（市場で売れた製品数）と顧客満足度を示したもので

ある。この場合の顧客満足度は、保守サービス購入と製品使用から計算した数値となっている。また、

図 5 は、情報交換率を「0.1」とした協調がある場合のビジネスエコシステムを表現したものである。図

4 と図 5 との比較の結果、累積製品数と顧客満足度とも図 5 の方が高く、品質の情報交換はビジネスエ

コシステム拡大に寄与することがわかる。 
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図 3. システムダイナミクスを用いた本研究のシミュレーションモデル 

出所：筆者作成 
 

 
図 4 シミュレーション結果（情報交換率：0） 

出所：筆者作成 
 

 
図 5 シミュレーション結果（情報交換率：0.1） 

出所：筆者作成 
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4. 実例による情報共有の検討 
 
永松（2017）[1]によれば、マリンエンジンや建設機械ではサードパーティを活用し、協調しているが

観察できる。しかし、藤原（2013）[6] によれば、エプソンなどはプリンタにおいて積極的にサードパ

ーティを排除した戦略を採用している。 
サードパーティを排除している企業群は、ビジネスモデルの分野で議論されている「レーザーブレー

ド」のビジネスモデルを採用しているケースが多い。図 6 にそのビジネスモデルの収益を説明する。レ

ーザーブレードは図 6 の右部分に示すように製品販売ポイントで価格を戦略的に下げ、製品導入を積極

的に行い、その値下げ分を保守・サービスで回収するモデルとなっている。 
このようなビジネスモデルにおいて、サードパーティの市場への参入は収益悪化をさせる要因となっ

てしまい、協調が成立する余地が少ない様に推測される。しかし、はじめにで指摘したように品質に関

する協調関係がなければ、製品の信頼性に問題が生じる可能性もある。エレベータ、エスカレータも同

様の状況にあると考えられる。 
 

 
図 6 長期使用製品とレーザーブレードビジネスモデルにおけるライフサイクル視点の収益変化 

出所：今枝（2014）[8] を基に筆者作成 
 
 
5. 結論 
 
本研究では、製品メーカとサードパーティの間に協調があればビジネスエコシステムは拡大するとの考

えの下で、システムダイナミクスを用いて、協調の具体的な手段である保守情報共有の定量的なインパ

クト分析を行った。その結果、協調はビジネスエコシステム拡大に寄与することがわかったが、プリン

タやエレベータのような「レーザーブレード」のビジネスモデルを採用する産業では協調が難しいこと

を指摘した。 

今後の研究の方向性としては、シミュレーションで示した結果が現実に起こり得るかを実際のデータを

用いて検証していく。 
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